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Abstract 

A sponge-associated crab of the family Pilumnidae, Ericiolumnus symbioticus Ng and Rahayu, 2020, 

previously known only by the type specimens from Lombok, Indonesia, is reported from Japan for the first 

time. Notes on the morphological features and color in life of the female collected from an unidentified 

sponge at subtidal zone in Okinawa Island, Ryukyu Islands are provided. 
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緒言 

Ericiolumnus symbioticus Ng and Rahayu, 2020

は、インドネシアのロンボク島産の 3 標本に基

づき新属・新種として記載されたケブカガニ科

のカニであり（Ng and Rahayu 2020）、この原記

載論文が唯一の採集記録である。 

今回、沖縄島の潮下帯において E. symbioticus

と同定される雌の 1 個体が採集されたため、本

種の日本初記録としてここに報告し、形態的特

徴、およびこれまでに情報がなかった色彩につ

いて記述する。 

 

材料および方法 

本研究で使用した標本は、70 %エタノールの

液浸標本として琉球大学博物館、風樹館

（RUMF: Ryukyu University Museum, Fujukan）に

登録・保管されている。標本の大きさは甲長 × 

甲幅で示した。なお、本稿では宿主・共生者の

利害関係を考慮せずに「共生」という用語を使

用した。 

結果および考察 

Pilumnidae Samouelle, 1819 ケブカガニ科 

Ericiolumnus Ng and Rahayu, 2020 

カイメンシノビガニ属（新称） 

Ericiolumnus symbioticus Ng and Rahayu, 2020 

カイメンシノビガニ（新称） 

（Fig. 1） 

 

検討標本 

RUMF-ZC-7869、1 抱卵雌（7.7 × 10.6 mm）、

沖縄島うるま市勝連平敷屋、水深 1 m 以浅、種

不明のカイメンの中、2022 年 10 月 8 日、佐伯

智史採集。 

 

形態の特徴（雌） 

甲（Fig. 1A–C）の背面観は幅広い六角形で、

甲幅は甲長の 1.38 倍。甲の背面は強く膨らむ。

額の中央から後方に伸びる浅く短い溝および

胃域・心域を分ける浅い溝（頸溝）以外に甲域 
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Fig. 1. Ericiolumnus symbioticus Ng and Rahayu, 2020, RUMF-ZC-7869, ovigerous female, 7.7 × 10.6 mm. 

A, entire animal, dorsal view, color in life; B, carapace, dorsal view; C, right anterolateral margin of 

carapace, dorsal view; D, right anterior part of cephalothorax, anterior view; E, chelae, outer view, color in 

life; F, right ambulatory legs, upper view. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を区分する溝は認められない。甲背面の額域、

原胃域、前鰓域および中鰓域にはやや尖った顆

粒と短い剛毛が散在する一方、中胃域から腸域

にかけてと後鰓域はほぼ無毛・平滑である。額

は甲幅の 0.32 倍で、前縁中央の幅広い V 字形

の切れ込みによって 2 分される。額の前縁には

やや尖った顆粒が並ぶ。額と眼窩上縁内角の間

には、小さいが明瞭な 1 歯を備える。眼窩上縁

には、中央よりやや内側に切れ込みがあり、こ

の切れ込みより外側には棘状の顆粒が並ぶ。眼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窩上縁の内角には鈍頭の突起を、外角には尖っ

た突起をそれぞれ備える。眼窩下縁（Fig. 1D）

には棘状突起が並び、内角付近の突起 2 または

3 本は背面からも視認できる（Fig. 1C）。甲の前

側縁（Fig. 1A–C）には、眼窩外歯の後方に 3 歯

が並び、各歯の縁には棘状の突起が 2–4個並ぶ。

眼窩外歯と前側縁第 1歯の間には 1または 2個

の小さい棘状突起を持つが、背面観では下肝域

の突起も確認できるため、さらに多くの突起が

並んでいるように見える。甲の後側縁は前側縁
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とほぼ等長で、後方に向かって甲の幅が著しく

狭くなる。下肝域（Fig. 1D）には棘状の顆粒が

散在する。 

眼柄（Fig. 1A–C）は比較的長く、角膜部を含

む眼柄長は額幅の約半分。第 1 触角（Fig. 1D）

の基部の節は幅広く、第 1 触角窩の下半分を占

めて収納される。続く 2 つの節と鞭状部は、横

向きに折り畳まれて第 1触角窩の上半分に収納

される。第 2 触角（Fig. 1D）の柄部第 2 節は眼

窩内に収納され、その末端は額の前側角に僅か

に届かない。 

第 3 顎脚の座節の長さは長節の約 2 倍。長節

の外面、前外角付近には小さい顆粒が密集する。

外肢の先端は長節の前外角に僅かに届かず、先

端縁に U 字形の切れ込みを持つ。外肢の内縁、

遠位約 1/5 の位置に内側向きの突起を備える。

第 3顎脚を閉じると口腔中央の隙間はほぼ完全

に塞がれる。 

鉗脚（Fig. 1A, E）の長節、腕節および鉗部は

左右で大きさが異なるが（左鉗脚が大きい）、形

状はほぼ同じである。長節の上縁には 6 または

7 つの棘状突起が並び、これらの突起は遠位の

ものほど大きい。内下縁には 1 または 2 つの棘

状突起を備える。腕節の上面と外側面は、様々

な長さの棘状突起で覆われる。鉗部の上縁には

強大な棘状突起が並ぶ。鉗部の外面も大部分が

棘状突起で覆われるが、基部寄りの突起は強大

で尖るが、不動指に近いものほど小さく鈍頭に

なり、不動指との境界付近および不動指の外面

は平滑である。不動指の咬合縁には 4 歯が並ぶ

が（先端の歯を含めない数）、近位の 1 歯は極め

て小さい。可動指は掌部上縁の長さとほぼ等長

で、咬合縁には痕跡的な 2または 3歯を持つ（先

端の歯を含めない数）。指部を閉じると、それら

の先端は交差する。鉗脚に疎らに生える剛毛の

位置は、棘状突起が存在する位置（面および縁）

とほぼ同じである。 

歩脚（Fig. 1F）は比較的短く、第 1・2 歩脚が

等長で最も長く、第 4 歩脚が最も短い。各歩脚

の長節から前節までの前縁には棘状突起が並

び、長節と腕節の前縁ならびに前節と指節の前

縁、後縁および上面には剛毛が生える。 

 

色彩（Fig. 1A, E） 

頭胸甲と鉗脚は白色で、歩脚はやや青みを帯

びる。剛毛は飴色である。生時、角膜部は白く

反射する。 

 

採集環境 

検討標本は、種不明のカイメン（海綿動物）

を割った際に、その中から採集されたが、この

個体が胃腔内にいたかどうかについては不明

である。このカイメンは、水深 1 m 以浅（大潮

の干潮時の水深）の海底にある浮石の裏側に付

着していた。周辺の環境はサンゴ礫や石が点在

する砂礫底であった。なお、本種のタイプ標本

（ 3 標本）は、すべてザラカイメン属

Callyspongia Duchassaing and Michelotti, 1864 の

種の中から採集されており、このカイメンは砂、

砂利、サンゴ礫、藻類などが混じった底質にお

いて低潮時に採集されている（Ng and Rahayu 

2020）。 

 

備考 

本研究の検討標本の形態的特徴は、Ng and 

Rahayu（2020）において示された Ericiolumnus 

symbioticus の記載や図と概ね一致したが、下肝

域と鉗脚の形質状態が異なっていた。 

本研究の検討標本（雌）は、下肝域に棘状の

顆粒が散在しているが（Fig. 1D）、本種の原記

載では下肝域に関する直接的な記述はないも

のの、「眼下域、下鰓域、頬域は平滑（Suborbital, 

sub-branchial, pterygostomial regions smooth）」と

書かれており（Ng and Rahayu 2020, p. 924）、甲

の前側縁の下面（腹面）に顆粒が存在するとい

う記述はみられない。しかしながら、本種のパ

ラタイプ（雌）は記載文の通り、同領域に顆粒

は認められないが（Ng and Rahayu 2020, fig. 3C）、

ホロタイプ（雄）の同領域には本研究の検討標

本のものよりも小さいながら顆粒が認められ

る（Ng and Rahayu 2020, fig. 1C, D）。したがっ

て、下肝域の顆粒の有無やその発達の程度につ
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いては、種内変異があると考えられる。 

本研究の検討標本は、鉗脚の大きさが左右で

明らかに異なるが（Fig. 1A, E）、本種のタイプ

標本は雌雄ともに左右の大きさがほぼ同じで

あり（Ng and Rahayu 2020, figs. 1A, 2A, 3A）、

属の標徴にもなっている。しかしながら、鉗脚

の大きさに左右差がある種の場合、大きさだけ

ではなく鉗部の形状や、掌部外面の顆粒や剛毛

の数と配置も異なることが多い。検討標本はこ

れらの形質に左右差がみられないため、大きさ

の左右差は本来の特徴ではなく、欠損後の再生

に由来する可能性も考えられる。この点につい

ては、沖縄近海から追加標本を採集して検証す

る必要がある。 

ケブカガニ科のなかでカイメンとの共生関

係が強い種は、本種（ E. symbioticus）と

Lentilumnus latimanus (Gordon, 1934) の 2種であ

る。前者は既知のすべての標本がカイメンから

採集されているため（Ng and Rahayu 2020; 本研

究）、絶対共生種と考えられる。後者はカイメ

ンに関する記述がない文献もあるが（Gordon 

1934; Garth and Kim 1983; Hosie et al. 2015）、カ

イメンに多数の個体が生息しているという観

察例があるため（Galil and Takeda 1988; Takeda 

1998）、カイメンに強く依存している種だと考

えられている（Takeda 2024）。これら 2 種の他

に、セアシイボテガニ Actumnus dorsipes 

(Stimpson, 1858)、ミナミイボテガニ A. elegans 

De Man, 1888、スエヒロイボテガニ A. setifer (De 

Haan, 1835)、イボテガニ A. squamosus (De Haan, 

1835) 、 Latopilumnus ajmali Ng, Prema and 

Ravichandran, 2024 、 Pilumnopeus serratifrons 

(Kinahan, 1856)、P. vauquelini (Audouin, 1826)、

Serenepilumnus pisifer (MacLeay, 1838)［新参シノ

ニム Pilumnus verrucosipes Stimpson, 1858 とし

て］、ミナベケブカガニ Vellumnus labyrinthicus 

(Miers, 1884)、Pilumnus andrewsii Rathbun, 1898、

P. floridanus Stimpson, 1871、P. lumpinus Bennett, 

1964、ヒメケブカガニ P. minutus De Haan, 1835、

P. oahuensis Edmondson, 1931、ならびに Takeda

（1998）と Limviriyakul et al.（2016）で記録さ

れているケブカガニ属 Pilumnus の未同定種も

カイメンから採集されているが（Laurie 1915; 

Rathbun 1921, 1924; Sakai 1939; Edmondson 1946; 

Davie 1989; Goh et al. 1990; Dai and Yang 1991; 

Takeda 1998; Wilkens and Ahyong 2015; 

Limviriyakul et al. 2016; Ng et al. 2024）、これら

の種のうち L. ajmali、ならびに Takeda（1998）

と Limviriyakul et al.（2016）の未同定種は、そ

れぞれカイメンからのみ採集されているが、い

ずれの種も採集記録が 1 例であるため、カイメ

ン共生種であるかについては追加観察が必要

である。一方、その他の 13 種はカイメン以外か

らの採集例も多いため、依存の程度が弱い任意

共生種、もしくは採集時の混入（斉藤 2013）や

迷入した個体を採集した可能性も考えられる。 

 

分布 

Ericiolumnus symbioticus のこれまでの採集記

録は、タイプ産地であるインドネシアのロンボ

ク島産のみであった（Ng and Rahayu 2020）。本

研究の検討標本によって、本種が日本（沖縄島）

の沿岸域にも生息していることが明らかとな

った。なお、Poore and Ahyong（2023）は、本種

が属する Ericiolumnus の分布域をインドネシア

とニューカレドニアとしたが、ニューカレドニ

アから本種（本属は単型）が採集された記録は

ない。 

 

和名 

本種は“人目を忍ぶように”カイメンの内部

に生息している。この生態的特徴に因み、本種

に対して「カイメンシノビガニ」という和名を

提唱し、本種が属する Ericiolumnus に対して「カ

イメンシノビガニ属」という和名を提唱する。

なお、種の和名の基準となる標本には、本研究

の検討標本（RUMF-ZC-7869、雌、7.7 × 10.6 mm）

を指定する。 
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